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中央吹抜

御殿広場側市民ロビー

　このたび、皆様のご協力により、小山市役所新庁舎が竣
工する運びとなりましたことに深く感謝申し上げます。
　旧庁舎は年に建設され、近年では耐震強度不足と
判定されていたことから、年に「建替え」を決定し
ており、次のような点が特徴です。
　１点目は、免震構造を導入し、無天井化または天井軽
量化とすることで、大地震発生時でも安全に活動できる
施設としました。
　２点目は、入口から見える位置に総合案内を置き、利
用者が各階窓口を吹き抜け空間によって確認しやすくし
ています。
　３点目は、キッズスペースやラウンジだけでなく、窓
口連携システムの導入や市政情報発信コーナーを設置す
ることで、来庁者が待ち時間を有意義にご活用いただけ
ます。
　４点目は、自然採光、自然換気、雨水利用を活用し、
省エネルギーに配慮しています。
　この他にも、記載しきれない魅力を新庁舎は備えてお
りますので、ぜひ足をお運びください。皆様のご来庁を
お待ちしております。
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　建物は日光社参のために建てられた徳川将軍の休憩宿泊所
（御殿）があった地に隣接し、堀や土塁の文化財保存エリア
に配慮し配置した。
　市民窓口スペースを拡充すべく建築面積を最大限確保しな
がら、基準階床面積をそのまま積み上げ、立方体に近い外形
に全容積を納めることで、効率よく執務スペースを確保した。
中央部吹抜は各階諸室配置に応じて形を変え、階段状にねじ
れながら屋上階まで貫き、室内に十分な自然採光と通風を確
保する。吹抜周囲には共用会議室や打合せコーナーが配置さ
れ、外周配置の執務室にも至近で、稼働率を高める。

　外観上の特徴としては、外壁には市の花である思川桜の桜
色をアクセントカラーに特産品結城紬柄を施している。柱状
ＰＣフレームは設備チャンバーとしてルーバーでカバーさ
れ、空調吸排気やナイトパージ換気、押出し排煙口が組み込
まれている。水平庇は大型アルミ押出材により、両端だけで
．ｍスパンの柱状ＰＣに直接固定されている。市民窓口エリ
アの天井や議場内装には県産材の杉をふんだんに使用した。
　１階共用ラウンジは、休日も市民開放され、隣接する御殿
広場でのイベントと連動した多目的利用も可能である。最上
階議場フロアも御殿広場を望む傍聴ロビーや展望屋外デッキ
など、市民開放エリアを充実させた。

　株式会社久米設計　丸目明寛　井上雄貴　齊藤拓臣

◇工　事　名　称：小山市役所新庁舎整備事業
◇工　事　場　所：栃木県小山市中央町１－１－１
◇建　築　主：小山市
◇設計・施工：戸田建設・久米設計・大森一級建築士事務所・板橋組・

斉藤組・保坂建築事務所・荒川電気工業・ヒタチ設備特
定ＪＶ

◇監　　　理：久米設計・大森一級建築士事務所特定委託業務ＪＶ
◇敷　地　面　積：，．㎡
◇建　築　面　積：，．㎡
◇延　床　面　積：，．㎡
◇構造・階数：Ｓ造（免震構造）地上８階建て
◇工　　　期：（契約履行）年６月日～年３月日

（建築工事）年８月１日～年３月日
撮影：はなファクトリー／津布久智
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